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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月6日(2015.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の少なくとも一方の面に粘着剤層を有する極板保護用粘着テープであって、前記基
材がポリアミド、ポリイミド、及びポリアミドイミドから選択されるプラスチック系基材
であって、２６０℃、１時間加熱した際の収縮率が、ＴＤ（巾）方向収縮率、ＭＤ（長さ
）方向収縮率共に、１．０％以下である基材であり、下記方法により算出される突き刺し
耐性が３００ｇｆ・ｍｍ以上であり、且つ、２６０℃、１時間加熱した際の収縮率が、Ｔ
Ｄ（巾）方向収縮率、ＭＤ（長さ）方向収縮率共に、１．０％以下であることを特徴とす
る極板保護用粘着テープ。
　突き刺し耐性算出方法
　２３±２℃条件下で、直径１１．２８ｍｍの円形に穴を開けた固定板に粘着テープを固
定して、先端の曲率半径が０．５ｍｍφの針を速度２ｍｍ／ｓで突き刺し、針が粘着テー
プを貫通する時の最大荷重（ｇｆ）、及び粘着テープの最大伸び（ｍｍ）を測定し、下記
式（１）により求める。
　突き刺し耐性＝最大荷重（ｇｆ）×粘着テープの最大伸び（ｍｍ）×１／２　　（１）
【請求項２】
　短絡防止用として電極端子及び／又は極板端部に貼付して使用する請求項１に記載の極
板保護用粘着テープ。
【請求項３】
　短絡防止用としてセパレータにおける極板端部が接触する部分に貼付して使用する請求
項１に記載の極板保護用粘着テープ。
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